










対象：ぜん息等の患者やその関係者を中心とした地域住民の方
　専門医によるぜん息等アレルギー疾患についての正しい知識を普及し、
相談・交流の機会を提供することを目的に、関連学会等との共催で市民公開
講座を開催しています。
　専門医の講演を始め、実習等を同時に行うことで、より効果的な事業となる
ようにしています。
　神戸市での開催時は、『みんなで学ぼう！アレルギーブース』と題し、パネル
展示と実習を通して体験しながら疾患のことを学んでもらいました。また
横浜市での開催時は、『自己管理支援のためのミニ相談』として、疾患に
関する日頃の心配ごとについて専門分野の先生方へ相談する場を設け、
日常管理に役立ててもらいました。

　E R C Aでは、知識普及事業として、講演を始めとした様々なイベントの開催やパンフレット類の作成・配布、「ぜん息・
COPD電話相談室」の設置等を実施しています。
　ぜん息患者等に効果的なイベントとするため、患者団体や学会の医学専門家、地方公共団体等へのヒアリングを行い、
そこで把握したニーズに基づく内容としています。
　例えば、「専門医への相談や交流の機会を提供してほしい」という患者団体からのニーズに応えるため、関連する学会等との
共催で市民公開講座を行っていますが、平成26年度からは新たに「アレルギーの日関連行事」を開催しました。

対象：ぜん息等の患者やその関係者を中心とした地域住民の方
　公益財団法人日本アレルギー協会は、2月2 0日を『アレルギーの日』、
その前後1週間を『アレルギー週間』と制定し、その期間中、患者や医療従事者
向けに様々なアレルギーの啓発活動を行っています。E R C Aはその趣旨に
賛同し、協会との共催により、ぜん息等アレルギーの啓発に関する講演会を
平成26年度から開催しています。

【アレルギーの日関連行事】

対象：地方公共団体が行う水泳教室に参加しているぜん息児等（小中学生）
 水泳のタイムレースを通じて日頃の成果を発表し、同じ疾患を持つ者同士の
ふれあいを深める場として、ぜん息児水泳記録会を開催しています。健康を
回復させる上で大切な、自己管理の啓発・継続を図ることを目的としています。
　タイムレース開始前に薬の吸入手技指導を交えたミニ体験教室と全員
参加型のピークフローメーターの使用方法等の実技指導を行うことで、ぜん息
児及び保護者への保健指導・患者教育の機会を提供しました。

【ぜん息児水泳記録会】

開催場所

大阪

東京

開催日

《平成26年度実績：参加者数234名》

《平成26年度実績：参加者306名》

《平成26年度実績：参加者533名》

平成 2 7年 9月2 7日

平成27年10月17日

対象：保育所・幼稚園の職員、地方公共団体の保育関係部署の担当者
　保育所におけるアレルギーに関する正しい知識を普及させるとともに、「保育
所におけるアレルギー対応ガイドライン」の現場での更なる活用を促進し、
アレルギー児への対応の充実を図ることを目的として、厚生労働省との共催に
よる講習会を開催しています。
　専門医と厚生労働省の担当官による講演のほか、地方公共団体における
事例紹介として、担当者が事故防止の取組等について発表する時間を設けて
います。
　また、緊急時の対応として、ショック症状を起こした際に用いるアドレナリン
自己注射薬 (エピペン®)の使用方法を、実演をみながら学ぶことができます。
参加者にはエピペン®の練習用機器を配布し、職場に戻ってからのシミュレー
ションに役立ててもらいます。 

【保育所等におけるアレルギー疾患講習会】

開催場所

名古屋

神戸

開催（予定）日

《平成26年度実績：参加者1,159名》

平成27年10月30日 

平成 2 7年 1 1月6日

東京

福岡

平成27年11月27日

平成27年12月11日平成28年2月21日 (公財)日本アレルギー協会 調整中東京

開催日 共催団体 テーマ開催場所

平成27年4月5日 第29回日本医学会総会
2015関西

みんなで学ぼう 子どもの
ぜん息・アレルギー神戸

平成27年6月21日 日本小児難治喘息・
アレルギー疾患学会

みんなで支えよう！
こどものぜん息・アレルギー横浜

平成27年10月16日 (一社)日本呼吸ケア・
リハビリテーション学会 健康寿命と肺の健康を考えよう千葉

開催（予定）日 共催団体 テーマ開催場所

環境保健分野

【市民公開講座】

みんなで学ぼう！アレルギーブース

エピペン®の実演

専門医による講演

タイムレース

ピークフローメーターの実技指導

自己管理支援のためのミニ相談

パネルディスカッション

知識普及事業

新規

一般の方向け

一般の方向け

一般の方向け

専門職向け

P5 知識普及事業 P6 知識普及事業

健康被害予防事業だより A4 P5-6 2015.10.30



対象：ぜん息等の患者やその関係者を中心とした地域住民の方
　専門医によるぜん息等アレルギー疾患についての正しい知識を普及し、
相談・交流の機会を提供することを目的に、関連学会等との共催で市民公開
講座を開催しています。
　専門医の講演を始め、実習等を同時に行うことで、より効果的な事業となる
ようにしています。
　神戸市での開催時は、『みんなで学ぼう！アレルギーブース』と題し、パネル
展示と実習を通して体験しながら疾患のことを学んでもらいました。また
横浜市での開催時は、『自己管理支援のためのミニ相談』として、疾患に
関する日頃の心配ごとについて専門分野の先生方へ相談する場を設け、
日常管理に役立ててもらいました。

　E R C Aでは、知識普及事業として、講演を始めとした様々なイベントの開催やパンフレット類の作成・配布、「ぜん息・
COPD電話相談室」の設置等を実施しています。
　ぜん息患者等に効果的なイベントとするため、患者団体や学会の医学専門家、地方公共団体等へのヒアリングを行い、
そこで把握したニーズに基づく内容としています。
　例えば、「専門医への相談や交流の機会を提供してほしい」という患者団体からのニーズに応えるため、関連する学会等との
共催で市民公開講座を行っていますが、平成26年度からは新たに「アレルギーの日関連行事」を開催しました。

対象：ぜん息等の患者やその関係者を中心とした地域住民の方
　公益財団法人日本アレルギー協会は、2月2 0日を『アレルギーの日』、
その前後1週間を『アレルギー週間』と制定し、その期間中、患者や医療従事者
向けに様々なアレルギーの啓発活動を行っています。E R C Aはその趣旨に
賛同し、協会との共催により、ぜん息等アレルギーの啓発に関する講演会を
平成26年度から開催しています。

【アレルギーの日関連行事】

対象：地方公共団体が行う水泳教室に参加しているぜん息児等（小中学生）
 水泳のタイムレースを通じて日頃の成果を発表し、同じ疾患を持つ者同士の
ふれあいを深める場として、ぜん息児水泳記録会を開催しています。健康を
回復させる上で大切な、自己管理の啓発・継続を図ることを目的としています。
　タイムレース開始前に薬の吸入手技指導を交えたミニ体験教室と全員
参加型のピークフローメーターの使用方法等の実技指導を行うことで、ぜん息
児及び保護者への保健指導・患者教育の機会を提供しました。

【ぜん息児水泳記録会】

開催場所

大阪

東京

開催日

《平成26年度実績：参加者数234名》

《平成26年度実績：参加者306名》

《平成26年度実績：参加者533名》

平成 2 7年 9月2 7日

平成27年10月17日

対象：保育所・幼稚園の職員、地方公共団体の保育関係部署の担当者
　保育所におけるアレルギーに関する正しい知識を普及させるとともに、「保育
所におけるアレルギー対応ガイドライン」の現場での更なる活用を促進し、
アレルギー児への対応の充実を図ることを目的として、厚生労働省との共催に
よる講習会を開催しています。
　専門医と厚生労働省の担当官による講演のほか、地方公共団体における
事例紹介として、担当者が事故防止の取組等について発表する時間を設けて
います。
　また、緊急時の対応として、ショック症状を起こした際に用いるアドレナリン
自己注射薬 (エピペン®)の使用方法を、実演をみながら学ぶことができます。
参加者にはエピペン®の練習用機器を配布し、職場に戻ってからのシミュレー
ションに役立ててもらいます。 

【保育所等におけるアレルギー疾患講習会】
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名古屋
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開催（予定）日
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福岡

平成27年11月27日

平成27年12月11日平成28年2月21日 (公財)日本アレルギー協会 調整中東京

開催日 共催団体 テーマ開催場所

平成27年4月5日 第29回日本医学会総会
2015関西

みんなで学ぼう 子どもの
ぜん息・アレルギー神戸

平成27年6月21日 日本小児難治喘息・
アレルギー疾患学会

みんなで支えよう！
こどものぜん息・アレルギー横浜

平成27年10月16日 (一社)日本呼吸ケア・
リハビリテーション学会 健康寿命と肺の健康を考えよう千葉

開催（予定）日 共催団体 テーマ開催場所

環境保健分野

【市民公開講座】
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一般の方向け

一般の方向け

専門職向け

P5 知識普及事業 P6 知識普及事業

健康被害予防事業だより A4 P5-6 2015.10.30



対象：地方公共団体において健康政策を担当する職員、地域の医療従事者等
【ＣＯＰＤの予防等に関する講習会】

テーマ

PM2.5の現状と今後の取組について

開催場所

神戸

開催（予定）日

《平成26年度実績：参加者100名》

平 成 2 8 年 2月 9日

（一社） ＧＯＬＤ日本委員会
地域で取り組むＣＯＰＤ対策

～認知度向上と早期発見を目指して～（案）

神戸

岡山

平成２８年２月２３日

平成２８年２月２４日

開催（予定）日 共催団体 テーマ開催場所

対象：地方公共団体及びその付属研究機関等の職員
　大気環境の改善に係る知識の普及及び大気環境にやさしい行動の促進を図ることを目的として、大気環境改善に資する
施策に関する情報を提供する大気環境対策セミナーを開催しています。
　初開催となる平成26年度は、近年関心の高いPM2.5の対策や健康影響に関する最新の知見について普及啓発を行い
ました。また、『今後のP M 2 . 5対策のあり方について』と題してパネルディスカッションを行い、国や研究機関の方々に
よる議論が交わされました。

【大気環境対策セミナー】
環境改善分野

パネルディスカッション

新規

新規

新規

新規

知識普及事業
専門職向け

専門職向け

パンフレット

ホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」

正しい吸入方法を身につけよう（ＤＶＤ・ポスター）

　ぜん息・COPDに関する最新情報や大気環境改善に関する情報を、ERCAホーム
ページ内のコンテンツ「大気環境・ぜん息などの情報館」で公開しています。
　その他にも、次のようなサービスを提供しています。

　地域におけるＣＯＰＤ対策の推進を図ることを目的として、一般社団法人ＧＯＬＤ日本委員会との共催で、地方公共団体
職員や地域の医療従事者等を対象に、ＣＯＰＤの予防等に関する講習会を開催します。
　講習会では、ＣＯＰＤの基礎知識と最新情報についての普及啓発や、地域でのＣＯＰＤ対策について紹介するとともに、
ＣＯＰＤの診断に役立つスパイロメーターによる肺機能検査（実技指導）体験を行います。

ぜん息・COPD電話相談室
　ぜん息・C O P D患者等の個々の疑問を解決するために「ぜん息・C O P D電話相談室」を設置し、看護師・専門医が
相談に応じています。2 6年度は計1 , 1 7 8件の相談をいただきました。

　ERCAでは、パンフレットやDVDを制作し、希望者に無料で配布、貸出しをしています。ERCAのホームページから、閲覧・
申し込みが可能です。
　平成27年には次のものを発行しています。

ぜん息＆COPDのための生活情報誌  すこやかライフ　No.46

ホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」からメールによる相談も受け付けています。

F A X からの申し込み 0 4 4 - 5 2 0 - 213 4

お電話からの申し込み 0 4 4 - 5 2 0 - 9 5 6 8

0120-598014
フリーダイヤル こ き ゅ う は い ～ よ

10:00～17:00 （祝日は除く） 0120-598099
FAX

　ぜん息・C O P Dの予防と健康の回復に役立つ最新の医学情報、調査・研究情報、地域の先進的事例
等を掲載した情報誌を年 2回発行しています。同じ内容をW E B版として「大気環境・ぜん息などの
情報館」の特設サイトに掲載しています。
　最新号では、特集として『成人ぜん息が増えています  治療と自己管理の見直しを！』をテーマに取り
上げ、また医療トピックスとして「アレルゲン免疫療法」について紹介しています。
（平成2 7年9月発行）

　ぜん息・ＣＯＰＤの治療薬に関する知識と吸入薬の吸入方法をご家庭で学べるよう、各吸入器の
吸入方法を収録したＤＶＤと吸入方法一覧、治療薬一覧を掲載したポスターを制作しました。
　医療や保健指導における患者教育の資料として、また、家庭における学びの教材として活用されて
います。（平成 2 7年3月発行）

受付曜日・時間

月～土

http://www.erca.go.jp/yobou/

http://www.erca.go.jp/yobou/

「パンフレット」のページより
閲覧・申し込みができます。大気環境・ぜん息などの情報館 検索

インターネットからの申し込み

検索大気環境・ぜん息などの情報館

■イベントの開催情報、申し込み、動画配信
■キッズページ
■ｅラーニング学習支援ツール

P7 知識普及事業 P8 知識普及事業

健康被害予防事業だより A4 P7-8 2015.10.30



対象：地方公共団体において健康政策を担当する職員、地域の医療従事者等
【ＣＯＰＤの予防等に関する講習会】

テーマ

PM2.5の現状と今後の取組について

開催場所

神戸

開催（予定）日

《平成26年度実績：参加者100名》

平 成 2 8 年 2月 9日

（一社） ＧＯＬＤ日本委員会
地域で取り組むＣＯＰＤ対策

～認知度向上と早期発見を目指して～（案）

神戸

岡山

平成２８年２月２３日

平成２８年２月２４日

開催（予定）日 共催団体 テーマ開催場所

対象：地方公共団体及びその付属研究機関等の職員
　大気環境の改善に係る知識の普及及び大気環境にやさしい行動の促進を図ることを目的として、大気環境改善に資する
施策に関する情報を提供する大気環境対策セミナーを開催しています。
　初開催となる平成26年度は、近年関心の高いPM2.5の対策や健康影響に関する最新の知見について普及啓発を行い
ました。また、『今後のP M 2 . 5対策のあり方について』と題してパネルディスカッションを行い、国や研究機関の方々に
よる議論が交わされました。

【大気環境対策セミナー】
環境改善分野

パネルディスカッション

新規

新規

新規

新規

知識普及事業
専門職向け

専門職向け

パンフレット

ホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」

正しい吸入方法を身につけよう（ＤＶＤ・ポスター）

　ぜん息・COPDに関する最新情報や大気環境改善に関する情報を、ERCAホーム
ページ内のコンテンツ「大気環境・ぜん息などの情報館」で公開しています。
　その他にも、次のようなサービスを提供しています。

　地域におけるＣＯＰＤ対策の推進を図ることを目的として、一般社団法人ＧＯＬＤ日本委員会との共催で、地方公共団体
職員や地域の医療従事者等を対象に、ＣＯＰＤの予防等に関する講習会を開催します。
　講習会では、ＣＯＰＤの基礎知識と最新情報についての普及啓発や、地域でのＣＯＰＤ対策について紹介するとともに、
ＣＯＰＤの診断に役立つスパイロメーターによる肺機能検査（実技指導）体験を行います。

ぜん息・COPD電話相談室
　ぜん息・C O P D患者等の個々の疑問を解決するために「ぜん息・C O P D電話相談室」を設置し、看護師・専門医が
相談に応じています。2 6年度は計1 , 1 7 8件の相談をいただきました。

　ERCAでは、パンフレットやDVDを制作し、希望者に無料で配布、貸出しをしています。ERCAのホームページから、閲覧・
申し込みが可能です。
　平成27年には次のものを発行しています。

ぜん息＆COPDのための生活情報誌  すこやかライフ　No.46

ホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」からメールによる相談も受け付けています。

F A X からの申し込み 0 4 4 - 5 2 0 - 213 4

お電話からの申し込み 0 4 4 - 5 2 0 - 9 5 6 8

0120-598014
フリーダイヤル こ き ゅ う は い ～ よ

10:00～17:00 （祝日は除く） 0120-598099
FAX

　ぜん息・C O P Dの予防と健康の回復に役立つ最新の医学情報、調査・研究情報、地域の先進的事例
等を掲載した情報誌を年 2回発行しています。同じ内容をW E B版として「大気環境・ぜん息などの
情報館」の特設サイトに掲載しています。
　最新号では、特集として『成人ぜん息が増えています  治療と自己管理の見直しを！』をテーマに取り
上げ、また医療トピックスとして「アレルゲン免疫療法」について紹介しています。
（平成2 7年9月発行）

　ぜん息・ＣＯＰＤの治療薬に関する知識と吸入薬の吸入方法をご家庭で学べるよう、各吸入器の
吸入方法を収録したＤＶＤと吸入方法一覧、治療薬一覧を掲載したポスターを制作しました。
　医療や保健指導における患者教育の資料として、また、家庭における学びの教材として活用されて
います。（平成 2 7年3月発行）

受付曜日・時間

月～土

http://www.erca.go.jp/yobou/

http://www.erca.go.jp/yobou/

「パンフレット」のページより
閲覧・申し込みができます。大気環境・ぜん息などの情報館 検索

インターネットからの申し込み

検索大気環境・ぜん息などの情報館

■イベントの開催情報、申し込み、動画配信
■キッズページ
■ｅラーニング学習支援ツール
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　ERCAでは、地方公共団体が実施する「ソフト３事業」や環境改善事業に従事する方等を対象として、予防事業への理解を深め、
必要な知識・技能を理論面と実践面の双方から習得し、事業効果をより高めるための研修を実施しています。
　平成 26年度は、地方公共団体従事者向け研修を４コース、医療機関等に勤務するコメディカルスタッフ向け研修を２コース
開催し、延べ374名に受講いただきました。研修終了後のアンケートでは、全ての研修において90％以上の受講者から、5段階評価で
上位2段階までの評価を得ています。

　予防事業のより効果的な実施に向けた見直しに合わせ、平成26年度に新たな人材育成の手法や人材支援システムの構築に
ついて検討を行いました。その中で、患者教育の専門家を育成し、より効果的な患者支援を行うために、これまでの環境保健分野に
おける研修体系を見直しました。
　新たな体系では、予防事業の実施に必要な知識・技能を習得するための事業研修(基礎研修)と、地域において患者教育を担う
看護師、理学療法士等のコメディカルスタッフを育成するための人材育成研修(専門研修)の２本柱で実施します。
　さらに、人材育成研修(専門研修)は、患者教育の基礎知識・技能を習得するためのベーシックコース、ケーススタディの実践力、
応用力を養うためのアドバンスコース、専門性の高い患者教育の指導者を養成するエキスパートコースの３コースに分けられ
ます。［下図参照］

研 修 名 実施（予定）日 内容

平成27年6月10日～12日ソ フ ト ３ 事 業 研 修
ソフト３事業に従事する事務担当者、保健師、看護師、栄養士、指導員等を
対象に、本事業への理解を深めるとともに実施に必要な知識や技術を習得
します。

平成27年9月9日～11日保 健 指 導 研 修
健康相談、健康診査事業に従事する保健師等を対象に、患者教育や保健
指導に必要な理論と実践を習得します。

平成28年1月14日～15日環 境 改 善 研 修
大気環境改善施策及び大気浄化植樹事業に従事する者等を対象に、
環境改善事業への理解を深めるとともに実施に必要な知識や技術を習得
します。

研 修 名 実施（予定）日 内容

平成27年11月12日～13日
呼 吸 ケア・リハビリ
テーションス タ ッ フ
養 成 研 修

理学療法士、看護師等を対象にCOPD患者の呼吸リハビリテーション指導
に必要な知識、実技（服薬、栄養、排痰）等を習得します。

平成2 7年 1 2月3日～ 4日ぜ ん 息 患 者 教 育
ス タ ッ フ 養 成 研 修

看護師等を対象に、ぜん息患者教育の指導に必要な知識、技術等を習得
します。

　公害健康被害予防事業の従事者を対象に、事業実施に必要な知識及び技術を理論的・実践的に習得することを目的とした
効果的な研修を実施しています。

【地方公共団体従事者向け研修】

　ぜん息等の患者における自己管理の重要性の高まりを踏まえて、地域の医療機関等で患者教育に従事するコメディカル
スタッフを養成するための研修を実施しています。

【コメディカルスタッフ向け研修】

　研修に参加できない事業従事者に対してぜん息等の知識等を習得する機会を提供
するとともに、既受講者の復習を促進するため、在勤・在宅でも学習できるように
E R C Aホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」でeラーニング学習システムを
運用しています。

eラーニング学習システムを活用した学習ツールの開発 ～在勤・在宅での学習支援～

呼吸リハビリテーション実習
（呼吸ケア・リハビリテーション研修）

ぜん息薬の吸入手技実習
（保健指導研修）

環境整備の実演
（保健指導研修）

事例討議
（ソフト3事業研修）

研修事業（公害健康被害予防事業を担う人材の育成）

平成 27年度は、次の研修を実施しています。

　これらの研修の修了者には、ERCAが設置する予定の「予防事業人材バンク」に登録いただき、地方公共団体が行う
自己管理支援教室の講師並びに補助スタッフを担うことや、ERCAが新たに実施する「パッケージ支援事業」に積極的に
協力いただくことが期待されます。
　これにより、予防事業対象地域内のネットワークを活用した人的支援の強化につながっていきます。

ぜん息患者教育指導者養成研修 呼吸ケア・リハビリテーション指導者養成研修
【対象職種】
保健師または小児アレルギーエデュケーターの
資格を有する看護師
【定員】
年 15名程度
【履修時間数】
年 80時間程度
【主な研修カリキュラム】
患者教育の理論
コミュニケーションスキルのレベルアップ
地方公共団体での指導プログラムの企画・立案
医療機関での臨床実習

【対象職種】
理学療法士または看護師
【定員】
年 15名程度
【履修時間数】
年 80時間程度
【主な研修カリキュラム】
呼吸リハビリテーション指導に要する基本理論
及び患者教育の理論
地方公共団体での指導プログラムの企画・立案
医療機関での臨床実習

　新たに開設したエキスパートコースは、高度かつ専門的な知識・技能の習得を目的とするため、専門の医療機関等が運営
主体となって行う実地研修です。
　平成27年度は、「ぜん息患者教育指導者養成研修」と「呼吸ケア・リハビリテーション指導者養成研修」を設けており、各々の
研修の概要は次のようになっています。

ソフト3事業研修

事業研修（基礎） 人材育成研修（専門）

研修方式　 集合型
研修内容　地方公共団
体が行うソフト3事業の
実施に必要な知識、技能
を習得するための研修

研修方式　 集合型＋
　　　　　 eラーニング
研修内容　質の高い保健
指導を実践するために
必要な知識、技能を習得
するための研修

保健指導研修

予防事業研修

研修方式　  集合型
研修内容　患者を教育
するために必要な基礎
知識、技能を習得するた
めの研修

ベーシックコース
研修方式　 eラーニング
研修内容　ケースに応じ
た質の高い教育を実践
するために専門的な知
識、技能を習得するため
の研修

アドバンスコース
研修方式　集合型（医療
機関における臨床実習等）
研修内容　患者を教育・
指導する専門性の高い指
導者としてのスキルを習
得する研修

エキスパートコース

（公害健康被害予防事業研修） （コメディカルスタッフ養成研修※）

※コメディカルスタッフ養成研修には、呼吸ケア・リハビリテーションスタッフ養成研修とぜん息患者教育スタッフ養成研修等があります。

新規
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　ERCAでは、地方公共団体が実施する「ソフト３事業」や環境改善事業に従事する方等を対象として、予防事業への理解を深め、
必要な知識・技能を理論面と実践面の双方から習得し、事業効果をより高めるための研修を実施しています。
　平成 26年度は、地方公共団体従事者向け研修を４コース、医療機関等に勤務するコメディカルスタッフ向け研修を２コース
開催し、延べ374名に受講いただきました。研修終了後のアンケートでは、全ての研修において90％以上の受講者から、5段階評価で
上位2段階までの評価を得ています。

　予防事業のより効果的な実施に向けた見直しに合わせ、平成26年度に新たな人材育成の手法や人材支援システムの構築に
ついて検討を行いました。その中で、患者教育の専門家を育成し、より効果的な患者支援を行うために、これまでの環境保健分野に
おける研修体系を見直しました。
　新たな体系では、予防事業の実施に必要な知識・技能を習得するための事業研修(基礎研修)と、地域において患者教育を担う
看護師、理学療法士等のコメディカルスタッフを育成するための人材育成研修(専門研修)の２本柱で実施します。
　さらに、人材育成研修(専門研修)は、患者教育の基礎知識・技能を習得するためのベーシックコース、ケーススタディの実践力、
応用力を養うためのアドバンスコース、専門性の高い患者教育の指導者を養成するエキスパートコースの３コースに分けられ
ます。［下図参照］

研 修 名 実施（予定）日 内容

平成27年6月10日～12日ソ フ ト ３ 事 業 研 修
ソフト３事業に従事する事務担当者、保健師、看護師、栄養士、指導員等を
対象に、本事業への理解を深めるとともに実施に必要な知識や技術を習得
します。

平成27年9月9日～11日保 健 指 導 研 修
健康相談、健康診査事業に従事する保健師等を対象に、患者教育や保健
指導に必要な理論と実践を習得します。

平成28年1月14日～15日環 境 改 善 研 修
大気環境改善施策及び大気浄化植樹事業に従事する者等を対象に、
環境改善事業への理解を深めるとともに実施に必要な知識や技術を習得
します。

研 修 名 実施（予定）日 内容

平成27年11月12日～13日
呼 吸 ケア・リハビリ
テーションス タ ッ フ
養 成 研 修

理学療法士、看護師等を対象にCOPD患者の呼吸リハビリテーション指導
に必要な知識、実技（服薬、栄養、排痰）等を習得します。

平成2 7年 1 2月3日～ 4日ぜ ん 息 患 者 教 育
ス タ ッ フ 養 成 研 修

看護師等を対象に、ぜん息患者教育の指導に必要な知識、技術等を習得
します。

　公害健康被害予防事業の従事者を対象に、事業実施に必要な知識及び技術を理論的・実践的に習得することを目的とした
効果的な研修を実施しています。

【地方公共団体従事者向け研修】

　ぜん息等の患者における自己管理の重要性の高まりを踏まえて、地域の医療機関等で患者教育に従事するコメディカル
スタッフを養成するための研修を実施しています。

【コメディカルスタッフ向け研修】

　研修に参加できない事業従事者に対してぜん息等の知識等を習得する機会を提供
するとともに、既受講者の復習を促進するため、在勤・在宅でも学習できるように
E R C Aホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」でeラーニング学習システムを
運用しています。

eラーニング学習システムを活用した学習ツールの開発 ～在勤・在宅での学習支援～

呼吸リハビリテーション実習
（呼吸ケア・リハビリテーション研修）

ぜん息薬の吸入手技実習
（保健指導研修）

環境整備の実演
（保健指導研修）

事例討議
（ソフト3事業研修）

研修事業（公害健康被害予防事業を担う人材の育成）

平成 27年度は、次の研修を実施しています。

　これらの研修の修了者には、ERCAが設置する予定の「予防事業人材バンク」に登録いただき、地方公共団体が行う
自己管理支援教室の講師並びに補助スタッフを担うことや、ERCAが新たに実施する「パッケージ支援事業」に積極的に
協力いただくことが期待されます。
　これにより、予防事業対象地域内のネットワークを活用した人的支援の強化につながっていきます。

ぜん息患者教育指導者養成研修 呼吸ケア・リハビリテーション指導者養成研修
【対象職種】
保健師または小児アレルギーエデュケーターの
資格を有する看護師
【定員】
年 15名程度
【履修時間数】
年 80時間程度
【主な研修カリキュラム】
患者教育の理論
コミュニケーションスキルのレベルアップ
地方公共団体での指導プログラムの企画・立案
医療機関での臨床実習

【対象職種】
理学療法士または看護師
【定員】
年 15名程度
【履修時間数】
年 80時間程度
【主な研修カリキュラム】
呼吸リハビリテーション指導に要する基本理論
及び患者教育の理論
地方公共団体での指導プログラムの企画・立案
医療機関での臨床実習

　新たに開設したエキスパートコースは、高度かつ専門的な知識・技能の習得を目的とするため、専門の医療機関等が運営
主体となって行う実地研修です。
　平成27年度は、「ぜん息患者教育指導者養成研修」と「呼吸ケア・リハビリテーション指導者養成研修」を設けており、各々の
研修の概要は次のようになっています。

ソフト3事業研修

事業研修（基礎） 人材育成研修（専門）

研修方式　 集合型
研修内容　地方公共団
体が行うソフト3事業の
実施に必要な知識、技能
を習得するための研修

研修方式　 集合型＋
　　　　　 eラーニング
研修内容　質の高い保健
指導を実践するために
必要な知識、技能を習得
するための研修

保健指導研修

予防事業研修

研修方式　  集合型
研修内容　患者を教育
するために必要な基礎
知識、技能を習得するた
めの研修

ベーシックコース
研修方式　 eラーニング
研修内容　ケースに応じ
た質の高い教育を実践
するために専門的な知
識、技能を習得するため
の研修

アドバンスコース
研修方式　集合型（医療
機関における臨床実習等）
研修内容　患者を教育・
指導する専門性の高い指
導者としてのスキルを習
得する研修

エキスパートコース

（公害健康被害予防事業研修） （コメディカルスタッフ養成研修※）

※コメディカルスタッフ養成研修には、呼吸ケア・リハビリテーションスタッフ養成研修とぜん息患者教育スタッフ養成研修等があります。

新規

研修事業P9 研修事業 P10

健康被害予防事業だより A4 P9-10 2015.10.30




